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がんプロフェッショナル研修会 

臨床医から見た遺伝子パネル検査のメリット・デメリット ／ がんゲノム医療に向けた創薬研究 

講座情報 

「臨床医から見た遺伝子パネル検査のメリット・デメリット」 

古川 孝広 

最近では遺伝子パネル検査を保険診療で実施可能な施設も増えており、条件がそろえば、保険診療ならびに研究として検

査を実施可能な環境となりつつある。患者さんにとっては、この検査を受ければ自分にぴったりのがんを治せる、夢のような

検査であると過剰な期待を持つ方もいるため、検査の限界の説明には医療者にとってのストレスとなることもある。また、せ

っかくの検査を受けて、期待の持てる遺伝子変異が同定されても、治験登録申請の際にはすでに治験が終了していることも

ある。治療法の選別のために患者自身のために実施した検査であるが、中にはその遺伝子の変異が高確率で遺伝性腫瘍

であることも分かってくることもあり、家族への配慮も必要になるなど、様々な問題を抱えている。 

 

「がんゲノム医療に向けた創薬研究」 

濱田 哲暢 

新薬開発研究において、がん患者から樹立された培養細胞を用いたスクーリング・非臨床試験が行われてきた。しかしなが

ら、樹立細胞株は、何世代にわたり培養されていることから、腫瘍特性が維持されていない可能性が指摘されている。近年、

がん患者から採取された腫瘍細胞をマウスに移植する患者腫瘍組織移植(Patient derived xenograft: PDX)に期待が集まっ

ている。PDX モデルは、患者のがん組織の生物学的特徴とゲノム情報を保持できるため、前臨床研究における PDX モデル

マウスの利用が進められている。本講演では、がん治療研究における患者の代替として前臨床研究で再現する PDX マウス

を用いた創薬開発のパラダイムシフトを概説し、個別化医療にむけた演者の取り組みについて紹介する。 

 

講演者情報 

「臨床医から見た遺伝子パネル検査のメリット・デメリット」 

古川 孝広 

公益財団法人がん研究会有明病院 先端医療開発センター がん早期臨床開発部 部長 

 

プロフィール 

1974 年に札幌出生まれ、1994 年に札幌医科大学に入学。2000 年に同大学卒業後は同附属病院第四内科に入局となり、

同院での初期研修ならびに北海道の地域医療を通して、プライマリケアを大切にしながらがんの診療を行ってきた。2003-

2007 年にかけて大学院では、大腸がん・膵がんの発がんメカニズム並びにその予防の解明として研究を行ったことが良い

経験であった。2008 年に赴任した KKR 札幌医療センター斗南病院において、一般病院ではいち早く腫瘍内科の診療を経

験し、乳がんに対する薬物治療に強い興味を持つようになった。その後、テキサスの MD アンダーソンがんセンターで、乳が

んにおける臨床試験、TR 研究を行う中でゲノム遺伝子情報を用いた研究を実践できたこと、帰国後に国立がん研究センタ

ー東病院ではその臨床応用を経験しました。新しい職場である、がん研有明病院では創薬の立場に身を置くものの、遺伝

子の研究を通した臨床を実践したい。 
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「がんゲノム医療に向けた創薬研究」 

濱田 哲暢 

国立がん研究センター研究所 分子薬理研究分野長 

 

プロフィール 

1990 年 熊本大学薬学部卒業 

1992 年 日本化薬株式会社 医薬事業本部総合研究所 研究員 

1999 年 熊本大学医学部附属病院薬剤部 助手 

2001 年 熊本大学医学部附属病院薬剤部 講師 

2005 年 米国国立衛生研究所・国立癌研究所 客員研究員 

2008 年 熊本大学大学院生命科学研究部臨床薬物動態学分野 准教授 

2012 年 国立がん研究センター 研究所 ユニット長 

2014 年 同研究所 臨床薬理部門 部門長 

2015 年 同先端医療開発センター 臨床薬理トランスレーショナルリサーチ分野 分野長 

2016 年 同研究所 臨床薬理研究分野 分野長 

2017 年 同研究所 分子薬理研究分野 分野長 

併任）同基盤的臨床開発研究コアセンター 薬効試験部門 部門長 

併任）先端医療開発センター 臨床薬理トランスレーショナルリサーチ分野 分野長 

兼任  

2013 年 熊本大学大学院医学教育部 腫瘍治療・トランスレーショナルリサーチ学分野 客員教授 

           

＜所属学会＞ 

日本臨床腫瘍学会（評議員）、日本癌学会（評議員）、日本臨床薬理学会（評議員）、日本薬学会（評議員）、日本薬物動態

学会（評議員）、日本メディカル AI 学会（評議員）、日本癌治療学会、米国癌学会、米国臨床腫瘍学会、欧州臨床腫瘍学

会、米国臨床薬理学会 

 

 

 



＜受賞歴＞ 

2013 年 臨床薬理研究振興財団 学術論文賞 

2011 年 日本薬物動態学会奨励賞 

2007 年 臨床薬理研究振興財団奨励賞 

2007 年 ASCO Merit Award 

2004 年 日本薬学会九州支部奨励賞 
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国立がん研究センター研究所 
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